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タイニーハウスと言えば、余計なものをそぎ落し、必要

最小限にした引き算された家、自分だけの小さな空間を

楽しむ家というイメージがあります。

ここ近年発生している未曾有の自然災害や未知のウイルス

に不安を感じ、一人でいることへの不安を抱えているひと

が多いのではないでしょうか。

これからの時代のタイニーハウスは人とのつながり、自然

や環境に対する配慮、日々の生活を大切にしていくことを

「＋（プラス）」していくことが必要と考えます。

不要なものはそぎ落としつつも人、空間、自然、生活での

「つながり＋ひろがり」をプラスして豊かに暮らしていける
様に…。
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行き交い、留まる場
小さいながらも外部の引戸や居間の障子戸を開けることにより
台所を中心に居間と一体的に人々が集うことの出来るスペース
を確保します。
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平面的に
玄関に立ってみたときに奥に向かって広がる
形状となっており、空間の広がりを感じます。

立体的に
天井は張らずに構造材を見せて高さを確保。
玄関から見て中央の台所は奥に行くほど化粧野地板
の高さが高くなり空間の広がりを感じます。

屋根裏空間の活用
勾配屋根の高い部分をロフト空間として使用
し、小さな空間を最大限活用します。
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